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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20262026
会員数 883 名会員数 883 名

55

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸 付 限 度 額 2,000 万円
返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年 2.50％（令和 8 年 4月 30 日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

4月15日クルーズ船にっぽん丸 最後の館山寄港（31回目）

◇専門家による経営相談窓口のご案内
～困ったなと思ったら、お気軽にご相談ください～
◇生涯学習出前講座
「でまえ・いっしょ」の令和８年度メニューが完成しました！
◇潮流を読む
　「AI 実装の運用モデルで遅れを取る日本」
◇中小企業のセキュリティ対策
　２６年度版の１０大脅威を公表
◇トレンド通信
「逆張りが持続性を生む『ローインパクト』なビジネスモデル」
◇小規模企業共済、経営セーフティ共済に加入してはいかがですか？
◇青年部の窓　4月総会を開催
◇中小企業あるある相談室
「教えているのに育たない」～OJTが機能しない本当の理由～
◇日本史のとびら　「江戸時代の花見」

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 5 月 10 日（2）

専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内

　当所では、賃上げ対応や物価高騰、深刻な人手不足、デジタル化の遅れなど、中小・小規模事
業者が直面する構造的な課題に対し、経営相談や各種補助金の申請サポートなどの効果的な支援
を提供するため、専門家による経営相談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、
あらかじめご了承ください。

【相談内容】
①賃上げ・最低賃金引上げに関するもの
②省力化・人手不足対応に関するもの
③エネルギー価格・物価の高騰（円安対応・省エネ等含む）への対策、各種支援策等に関するもの
④デジタル化（生成AI 導入、ECサイトや SNSマーケティング等）に関するもの
⑤インボイス（適格請求書等保存方式）制度に関するもの
⑥電子帳簿保存法に関するもの
⑦米国関税（通商環境の変化への対応）に関するもの
⑧新型コロナウイルスの感染症等の影響等（アフターコロナの経営課題解決等）に関するもの
⑨その他環境変化への対応（事業承継や事業引継ぎを含む）に関するもの
【相談日】応相談
【会場】館山商工会議所または事業所
【相談時間】１事業所あたり２時間以内
【申し込み方法】事前予約制・先着順
【お問合せ】２２‐８３３０（館山商工会議所）
※補助金に関するご相談は、上記相談内容に関連するものに限らせていただきます。
※ご相談内容によっては、他の支援機関をご紹介する場合もございます。

生涯学習出前講座「でまえ・いっしょ」の
令和８年度メニューが完成しました！

　出前講座は、市職員や市民ボランティアが講師として皆様のもとへ出かけて、出張講座を開く
制度です。
　講座の内容は、市職員による63講座と市民ボランティア講師による12講座の、計75講座で、
市内在住・在勤・在学の概ね10人以上のグループを対象といたします。
　地域の集会や職場研修会などで、行政制度や市の現状・公共サービスについて勉強しませんか？
ぜひお気軽にご相談ください。

※�メニュー・講師派遣申込書など、詳細は館山市ホームページをご覧ください。
生涯学習課（館山市コミュニティセンター）・各地区公民館等でも配布しており
ます。
https://www.city.tateyama.chiba.jp/syougaigaku/page100001.html
問い合わせ・申し込み ： 館山市教育委員会教育部生涯学習課社教文化係
（TEL：22-3698 ／ FAX：22-6560 ／ Eメール：shakyobunka@city.tateyama.chiba.jp）

～困ったなと思ったら、お気軽にご相談ください～
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け
、推
論
、意
思
決
定
、学
習
を
行
い
、

タ
ス
ク
を
実
行
・
調
整
す
る
こ
と
と

な
る
。
つ
ま
り
、
目
的
に
応
じ
て
考

え
、
判
断
し
、
行
動
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
（
＝
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と

い
え
よ
う
。そ
の
先
に
は
、「
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
Ａ
Ｉ
」、
つ
ま
り
「
自
分
で
考

え
て
動
く
Ａ
Ｉ
」が
あ
る
。
こ
れ
は
、

複
雑
・
多
段
階
な
タ
ス
ク
を
人
間
の

介
入
を
最
小
限
に
し
て
処
理
で
き

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、「
自
ら
動
く
」

「
計
画
・
実
行
」
が
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
２
０
３
０
年
に
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
本
格
的
に

始
ま
る
と
の
将
来
予
想
が
あ
っ
た

が
、
今
回
の
欧
州
出
張
で
は
、
す
で

に
活
用
が
始
ま
っ
て
お
り
、
本
格
的

な
導
入
は
３
年
程
度
前
倒
し
と
な

る
と
の
見
解
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
す

で
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
Ａ
Ｉ
が
導
入
さ

れ
て
い
る
活
用
事
例
も
一
定
程
度
確

認
さ
れ
る
。

　

一
方
、
日
本
は
欧
米
（
特
に
米

国
）
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
大
和
総
研
で
は
、
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
企
業
導
入
展
望
を
３
段

階
［
注
１
］（
第
１
段
階
：
生
成
Ａ

Ｉ
の
水
平
導
入　

第
２
段
階
：
既

存
の
業
務
フ
ロ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た

Ａ
Ｉ
導
入　

第
３
段
階
：
Ａ
Ｉ
導
入

に
よ
る
業
務
フ
ロ
ー
の
一
新
・
変
革
）

　

現
在
、
欧
州
出
張
先
で
執
筆
し

て
い
る
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
す

さ
ま
じ
い
こ
と
を
、
身
を
持
っ
て
感

じ
て
い
る
。
欧
州
の
大
手
金
融
機
関

へ
の
取
材
で
は
、
す
で
に
大
部
分
の

実
務
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
が
活
用
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
と
は
「
人
間
が
操

縦
す
る
Ａ
Ｉ
」
で
は
な
く
、
目
標
達

成
の
た
め
に
、
利
用
者
の
代
わ
り
に

自
律
的
に
計
画
を
立
て
て
タ
ス
ク
を

遂
行
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
シ
ス
テ
ム

を
指
す
。
周
囲
の
状
況
や
デ
ー
タ
を

理
解
し
、
複
数
の
ツ
ー
ル
を
使
い
分

か
ら
、独
自
に
１
段
階
（
１・５
段
階：

Ｒ
Ａ
Ｇ
［
注
２
］
シ
ス
テ
ム
の
水
平

導
入
・
部
門
導
入
）
を
追
加
し
て
、

４
段
階
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
４
段
階
に
お
け
る
日
本
企

業
の
導
入
状
況
を
以
下
に
見
て
い

く
。
大
半
の
日
本
の
企
業
の
導
入

段
階
は
、
第
１
段
階
の
「
生
成
Ａ
Ｉ

の
水
平
導
入
」（
23
～
25
年
）
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
全
社
向
け
の
一
律
導

入
で
あ
る
。
こ
れ
は
米
国
の
大
手
金

融
機
関
の
導
入
の
初
期
段
階
に
相

当
す
る
。

　

次
の
１
・
５
段
階
「
Ｒ
Ａ
Ｇ
シ
ス

テ
ム
の
水
平
導
入
・
部
門
導
入
（
24

～
27
年
の
期
間
を
見
込
み
、
特
定

の
組
織
的
ビ
ジ
ネ
ス
用
途
に
特
化

さ
せ
つ
つ
、
全
社
向
け
ま
た
は
部
門

向
け
に
導
入
）」
に
お
い
て
成
果
を

得
て
い
る
企
業
は
、
日
本
に
お
い
て

も
一
定
数
出
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
次
の
第
２
段
階
と
し
て
の
「
既

存
の
業
務
フ
ロ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た

Ａ
Ｉ
導
入
（
特
定
の
活
用
事
例
ご

と
に
特
化
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
組

み
込
む
導
入
を
実
用
化
）」
に
達
し

て
い
な
い
企
業
が
大
半
で
あ
る
。
最

後
の
第
３
段
階
と
し
て
の
「
Ａ
Ｉ
導

入
に
よ
る
業
務
フ
ロ
ー
の
一
新
・
変

革
」（
28
～
30
年
の
期
間
を
見
込
む
）

は
技
術
と
し
て
完
成
し
て
い
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

想
定
よ
り
も
早
い
進
化
を
見
せ

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
効
果
的
な
導
入
を
、

個
別
の
金
融
機
関
に
任
せ
る
の
は
、

今
後
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
く

る
可
能
性
が
高
い
。
米
国
の
金
融

業
界
で
は
、
自
社
の
シ
ス
テ
ム
構

築
に
お
い
て
、
業
界
全
体
の
オ
ペ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
（
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
効
果
的
に
運
用
す
る
モ
デ

ル
［
注
３
］）
の
シ
フ
ト
を
金
融
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
（
決
済
、
販
売

チ
ャ
ネ
ル
、
リ
ス
ク
管
理
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
な
ど
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な

デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
提
供
す
る
外
部

の
業
者
）
が
主
導
し
て
い
る
と
と
も

に
、
リ
ー
ダ
ー
企
業
は
テ
ッ
ク
企
業

に
転
換
し
て
い
る
。
つ
ま
り
継
続

的
に
競
争
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
進
化
し
続
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
が
実

装
で
き
る
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
モ
デ

ル
を
追
求
し
て
い
る
企
業
に
な
っ
て

い
る
。
米
国
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス

（
外
部
調
達
）
す
べ
き
機
能
は
、
外

部
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
ア
ウ

ト
ソ
ー
ス
し
、
自
社
構
築
の
部
分
を

付
加
価
値
の
高
い
機
能
に
集
中
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
米
国
と
比
較
す
る
と
、

日
本
で
は
、
業
界
全
体
の
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
シ
フ
ト
さ
せ
る

よ
う
な
金
融
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
存
在
感
が
小
さ
い
と
考
え
ら
れ

る
。
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し

て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
日
本
全
体
の
競
争
力
を
向

上
さ
せ
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
金
融

あ
る
い
は
金
融
以
外
の
分
野
に
お
い

て
も
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
必

要
で
は
な
い
か
。（
３
月
22
日
執
筆
）

［
注
１
］M

cK
insey "Seizing the 

agentic A
I advantage", June  

13
2025

［
注
２
］R

A
G

（R
etriev

al-
A

ugm
ented Generation

）
は
、

検
索
機
能
と
生
成
Ａ
Ｉ
を
組
み
合

わ
せ
た
技
術
で
、
外
部
デ
ー
タ
を

活
用
し
て
正
確
な
回
答
を
生
成
す

る
仕
組
み
。

［
注
３
］
こ
の
モ
デ
ル
の
中
に
は
業

務
プ
ロ
セ
ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
組

織
構
造
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル

を
定
義
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
リ

ソ
ー
ス
と
機
能
を
戦
略
目
標
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
市
場
の
需
要
や

競
争
圧
力
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
Ａ
Ｉ
実
装
の
運
用
モ
デ
ル
で
遅
れ
を
取
る
日
本
」

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

26
年
版
の
10
大
脅
威
を
公
表

Ａ
Ｉ
め
ぐ
る
リ
ス
ク

組
織
向
け
３
位
に

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
（
Ⅰ
Ｐ
Ａ
）
で
は
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
普
及

を
目
的
と
し
て
２
０
０
６
年
か

ら
、
前
年
に
発
生
し
た
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
や
攻
撃
の
状

況
な
ど
を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

10
大
脅
威
」
と
し
て
公
表
し
て
い

る
。
１
月
29
日
に
公
表
し
た
「
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
２

０
２
６
」
は
、
25
年
に
発
生
し
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
や
攻
撃
の

状
況
な
ど
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
脅
威

候
補
を
選
定
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
分
野
の
研
究
者
、
企
業
の
実

務
担
当
者
な
ど
約
２
５
０
人
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
「
10
大
脅

威
選
考
会
」
の
投
票
を
経
て
決
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
組
織
」
向
け
脅
威
で
は
、
１

位
の
「
ラ
ン
サ
ム
攻
撃
に
よ
る

被
害
」
と
２
位
の
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
委
託
先
を
狙
っ
た

攻
撃
」
は
23
年
以
降
、
４
年
連
続

で
順
位
に
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

25
年
も
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に
感

染
し
た
企
業
・
組
織
が
多
く
確
認

さ
れ
、
取
引
先
を
含
む
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
―
ン
全
体
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
事
例
も
あ
り
、
こ
う

し
た
情
勢
が
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
今
回
、
初
め
て

脅
威
候
補
と
な
っ
た
「
Ａ
Ｉ
の
利

用
を
め
ぐ
る
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
」

が
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
利
用
を
め

ぐ
る
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
で
想
定

さ
れ
る
も
の
は
多
岐
に
わ
た
る
。

Ａ
Ｉ
に
対
す
る
不
十
分
な
理
解

に
起
因
す
る
意
図
し
な
い
情
報

漏
え
い
や
他
者
の
権
利
侵
害
と

い
っ
た
問
題
、
Ａ
Ｉ
が
加
工
・
生

成
し
た
結
果
を
十
分
に
検
証
せ

ず
う
の
み
に
す
る
こ
と
に
よ
り

生
じ
る
問
題
、
Ａ
Ｉ
の
悪
用
に
よ

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
容
易
化
や

手
口
の
巧
妙
化
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
多
岐
に

わ
た
る
リ
ス
ク
の
存
在
が
考
え

ら
れ
る
。

　
「
組
織
」
向
け
脅
威
へ
の
対
策

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
情
報
を

継
続
的
に
収
集
し
、
使
用
し
て
い

る
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
に
適
切
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
つ

つ
、
各
脅
威
が
自
組
織
の
事
業
や

体
制
に
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が

あ
る
の
か
を
洗
い
出
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
委
託
先
を

含
む
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の

リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
や
対
策
状

況
の
確
認
に
つ
い
て
も
可
能
な

限
り
同
等
に
行
う
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

　

対
策
の
具
体
的
な
検
討
に
当

た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
が
公
表
す

る
「
中
小
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
各

種
技
術
資
料
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

手
口
は
巧
妙
に
変
化

常
に
情
報
収
集
を

　

一
方
、「
個
人
」
向
け
脅
威
で

は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
の
不
正
利
用
」
が
23
年
以

降
、
圏
外
と
な
っ
て
い
た
が
、
４

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。
昨
今
の
被

害
の
状
況
を
踏
ま
え
た
結
果
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
個
人
」
向
け
脅
威
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
に
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
が
、
脅
威
の
呼
称
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
、
常
に
手
口
は
巧
妙

に
変
化
し
続
け
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ａ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
最
新
の
手

口
に
関
す
る
情
報
を
確
認
し
、
手

口
の
変
化
に
応
じ
た
対
策
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
情

報
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅

威
２
０
２
６
」
の
詳
し
い
解
説

は
、
２
月
下
旬
以
降
に
Ｉ
Ｐ
Ａ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
順
次
公
開
す

る
予
定
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
当
者
が
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
最
新
動
向
を
把
握
す

る
た
め
だ
け
で
な
く
、
対
策
の
検

討
や
組
織
内
教
育
な
ど
に
も
活

用
し
て
ほ
し
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威

２
０
２
６
」
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

を
参
照
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首
都
圏
を
中
心
に
店
舗
数
を
増

や
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い

ラ
ー
メ
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
「
ち
ゃ

ん
系
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
○
○

系
と
い
う
の
は
、
ラ
ー
メ
ン
の
種
類

や
提
供
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
定
め
た

あ
る
種
の
「
流
派
」
で
す
。
他
に

横
浜
発
祥
で
と
ん
こ
つ
し
ょ
う
ゆ

ス
ー
プ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
家
（
い

え
）
系
」
や
、
野
菜
や
肉
な
ど
の

具
材
を
山
盛
り
に
し
た
ボ
リ
ュ
ー

ム
勝
負
の
「
二
郎
系
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

ち
ゃ
ん
系
ラ
ー
メ
ン
は
も
と
も

と
東
京
・
神
田
駅
の
ガ
ー
ド
下
に

あ
る
店
を
発
祥
と
し
て
お
り
、
あ
っ

さ
り
し
ょ
う
ゆ
味
で
、
具
材
も

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
メ
ン
マ
な
ど
実
に

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
、
昔
な
が
ら
の

中
華
そ
ば
と
い
っ
た
趣
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
店
舗
数
は
順

調
に
増
え
、
ち
ゃ
ん
系
ラ
ー
メ
ン

店
の
互
助
組
織
、「
ち
ゃ
ん
の
れ
ん

組
合
」
に
属
す
る
店
舗
は
20
店
舗

以
上
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

ち
ゃ
ん
系
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
を

得
て
い
る
理
由
は
、
あ
く
ま
で
も

「
普
通
だ
け
れ
ど
お
い
し
い
」
ラ
ー

メ
ン
を
徹
底
し
て
追
求
し
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
店
は

比
較
的
容
易
に
出
店
で
き
る
た
め

競
争
が
激
し
く
、
開
業
・
閉
業
が

絶
え
な
い
業
種
で
す
。
そ
の
た
め
、

他
店
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
ス
ー

プ
の
う
ま
み
の
も
と
と
な
る
だ
し

の
素
材
や
種
類
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、

麺
の
つ
く
り
方
や
素
材
に
こ
だ

わ
っ
た
り
、
ま
た
の
せ
る
具
材
に

も
こ
だ
わ
る
お
店
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
だ
わ
り
は
各

店
舗
で
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
お
客
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
よ

う
な
目
立
っ
た
特
徴
を
持
た
せ
る

の
は
と
て
も
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
客
の
方
も
味
よ
り
も
こ

う
し
た
こ
だ
わ
り
情
報
を
評
価
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
だ
わ
り
は
原
価
率
を
押
し

上
げ
、
利
益
を
圧
迫
す
る
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ゃ
ん
系
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
競

争
に
は
乗
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
シ

ン
プ
ル
な
ラ
ー
メ
ン
で
長
年
人
気

を
得
て
い
る
店
を
研
究
し
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
お
店

に
と
っ
て
も
無
理
な
く
持
続
可
能

な
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
ト
ッ
ピ

ン
グ
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
注
文
の
た

び
に
切
り
分
け
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状

態
で
提
供
す
る
、
ス
ー
プ
は
冷
め

に
く
い
よ
う
に
丼
の
縁
ま
で
た
っ

ぷ
り
入
れ
る
、
と
い
っ
た
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
対
応
で
き
て
お
い
し
さ
に

直
結
す
る
要
素
を
し
っ
か
り
押
さ

え
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
ら
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
、
店
員

に
は
特
別
な
熟
練
を
求
め
な
く
て

も
、
安
定
し
て
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
店
の
デ
ザ
イ
ン
や
世
界
観
も

奇
を
て
ら
わ
な
い
安
心
感
の
あ
る

も
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

珍
し
い
特
徴
を
持
っ
た
ラ
ー
メ

ン
は
、
一
度
食
べ
る
分
に
は
と
て

も
お
い
し
く
満
足
感
も
高
い
の
で

す
が
、
そ
れ
を
毎
回
食
べ
よ
う
と

は
思
わ
れ
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
う
し
た
も
の
を
求
め
る
客

は
、
次
は
も
っ
と
面
白
い
特
徴
あ

る
ラ
ー
メ
ン
は
な
い
か
と
次
の
お

店
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
じ

人
が
次
に
ま
た
来
て
く
れ
る
の
は
、

し
ば
ら
く
間
を
置
い
て
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　

一
方
で
ち
ゃ
ん
系
は
一
時
の
イ
ン

パ
ク
ト
よ
り
も
、
普
段
使
い
で
満

足
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
中
に
は
１

週
間
の
う
ち
何
度
も
足
を
運
ぶ
人

も
い
る
よ
う
で
す
。
地
味
だ
け
ど

持
続
的
に
利
用
し
た
く
な
る
、
も

う
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
る
に
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
勝
負
で
は
な
く
、
あ

え
て
「
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
」
で
あ
る

こ
と
が
秘
訣
（
ひ
け
つ
）
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

　

渡
辺　

和
博

「
逆
張
り
が
持
続
性
を
生
む

『
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
』
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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◇小規模企業共済（経営者の退職金制度）に加入してはいかがですか？

<加入のお勧め>
・個人事業主（共同経営者含む）又は会社等の役員の方が事業をやめるか退職した場合に、生活
の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておく国がつくった共済制度ですの
で、加入をご検討ください。「小規模企業の経営者のための退職金制度」といえます。

<制度の特徴>
・掛金は全額所得控除。受け取る共済金も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱いとなり、節
税効果もあります。
・共済金額は、個人事業の廃止で掛金を約年1.5%相当で複利運用した額、また老齢給付（年齢
が満65歳以上で掛金納付年数が15年以上）で掛金を約年1.0%相当で複利運用した額です。
・急に事業資金が必要になったときは、納付済掛金から算定した貸付限度額の範囲内で事業資金
の借入れが可能です。

<加入できる方>
・常時使用する従業員数が20人以下の製造業、建設業等（宿泊業・娯楽業を除く商業・サービ
ス業は5人以下）の個人事業主及び会社等の役員、個人事業主に属する共同経営者（個人事業
主１人につき2人まで）。掛金月額は、1千円～7万円の範囲内で自由に選べます。

<お問い合わせ先>
・加入申込みは、館山商工会議所の窓口で取扱いしています。
中小企業基盤整備機構共済制度URL https://www.smrj.go.jp/kyosai/skyosai/

◇経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）に加入してはいかがですか？

<加入のお勧め>
・取引先の突然の倒産が原因で、経営悪化の危機に直面してしまったときに貸付けが受けられる
共済制度ですのでご検討ください。
・企業経営には、リスクが潜んでいます。現在又は将来の取引先のリスク管理を考えることが重
要です。

<制度の特徴>
・無担保・無保証人で、積み立てた掛金の10倍の範囲内（最高8千万円）で被害額相当の共済
金の貸付けが受けられます。
・掛金は月額5千円～20万円の範囲内で自由に選べます。

<メリット>
・毎月の掛金も税法上、法人の場合・損金に、個人の場合・必要経費に算入できます。
・加入後、掛金納付月数が12ヵ月未満の場合は掛け捨てとなりますが、以降は任
意解約で40ヵ月以上の掛金納付月数であれば100%解約手当金が支給されます。

<お問い合わせ先>
・加入申込みは、館山商工会議所の窓口で取扱いしています。
中小企業基盤整備機構共済制度URL https://www.smrj.go.jp/kyosai/tkyosai/index.html
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「
職
場
で
何
度
も
教
え
て
い
る
の

に
覚
え
て
く
れ
な
い
」「
同
じ
よ
う

な
ミ
ス
を
繰
り
返
す
」

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
関
す
る
相
談
で
、
管

理
職
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
か
ら
最
も
多

く
聞
く
言
葉
で
す
。
教
え
る
側
と

し
て
は
、
時
間
を
割
い
て
丁
寧
に
説

明
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
、
な
ぜ

か
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
人
が
育

た
な
い
。
こ
の
悩
み
は
、
多
く
の
企

業
に
共
通
す
る『
あ
る
あ
る
』で
す
。

　

現
場
を
見
て
い
る
と
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ

が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
職
場

に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
＝
教
え
る
こ
と
」
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
点
で
す
。
ベ
テ
ラ

ン
が
手
順
を
説
明
し
、
見
本
を
見

せ
、
同
じ
よ
う
に
や
ら
せ
る
。
確
か

に
そ
の
場
で
は
仕
事
が
回
り
ま
す

し
、
教
え
た
側
も
「
き
ち
ん
と
伝

え
た
」
と
い
う
満
足
感
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
教
え
ら
れ
た
側
は
、

言
わ
れ
た
通
り
に
作
業
を
こ
な
し

た
だ
け
で
、
自
分
で
理
解
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
少

し
状
況
が
変
わ
る
と
対
応
で
き
ず
、

同
じ
説
明
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

効
果
の
出
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
共
通
す

る
の
は
、「
教
え
る
」
よ
り
も
「
考

え
さ
せ
る
」
姿
勢
で
す
。
そ
の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
問
い
か
け

で
す
。
例
え
ば
「
な
ぜ
こ
の
手
順

が
必
要
だ
と
思
う
？
」「
も
し
別
の

方
法
を
取
っ
た
ら
、
ど
ん
な
問
題
が

起
き
る
だ
ろ
う
？
」
と
い
っ
た
問
い

を
投
げ
る
だ
け
で
、
若
手
は
受
け

身
か
ら
主
体
的
な
学
び
へ
と
変
わ

り
ま
す
。

　

特
に
重
要
な
の
は
、
作
業
の
背

景
に
あ
る
「
な
ぜ
（
Ｗ
Ｈ
Ｙ
）」
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
作
業
手

順
だ
け
を
覚
え
て
も
、
そ
れ
は
単

な
る
暗
記
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

な
ぜ
そ
の
工
程
が
必
要
な
の
か
、
ど

ん
な
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
な
の
か
を

理
解
す
る
と
、
若
手
は
自
分
の
言

葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
応

用
も
利
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現

場
で
は
、
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

含
め
て
全
て
が
同
じ
こ
と
は
一
切
な

く
、
常
に
応
用
動
作
の
連
続
で
あ

り
、
想
定
外
の
こ
と
も
よ
く
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
時
に
力
を
発
揮
す
る

の
は
、「
正
し
い
手
順
を
知
っ
て
い
る

人
」
で
は
な
く
、「
仕
事
の
意
味
を

理
解
し
て
い
る
人
」
で
す
。

　

ま
た
、
問
い
か
け
型
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

に
は
、
副
次
的
な
効
果
も
あ
り
ま

す
。
教
え
る
側
が
若
手
の
理
解
度

を
確
認
で
き
る
こ
と
で
す
。「
分
か
っ

た
？
」
と
聞
け
ば
、
多
く
の
若
手
は

遠
慮
し
て
う
な
ず
き
ま
す
。
し
か

し
、「
今
の
話
を
自
分
の
言
葉
で
説

明
し
て
み
て
」
と
促
す
と
、
本
当
に

理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
見
え
て

き
ま
す
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
単
な
る
技
能
伝
達

で
は
な
く
、
人
材
育
成
の
最
前
線

で
す
。
時
間
を
か
け
て
説
明
す
る

だ
け
で
は
、
人
は
育
ち
ま
せ
ん
。
問

い
か
け
を
通
じ
て
、
自
分
で
考
え
、

自
分
な
り
の
答
え
を
導
き
出
さ
せ

る
こ
と
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
応
用

力
を
持
っ
た
人
材
を
育
て
、
結
果
と

し
て
企
業
の
競
争
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

中
小
企
業
診
断
士　

 

秋
島　
一
雄

「
教
え
て
い
る
の
に
育
た
な
い
」

―
―
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
機
能
し
な
い
本
当
の
理
由
」

【青年部の窓】４月総会を開催
　今年度、館山YEGは「開発から循環へ」をスローガンに、地域の個性を未来の血流に変え
る活動を展開します。会員個々の専門性を活かして互いの事業を加速させる「循環のハブ」と
なり、自律的で強い地域経済の構
築を目指します。
　これは行政が掲げる「幸せの循
環」とも深く共鳴するものです。
70周年や県連役員会という節目を
控え、次代へ繋がる豊かで持続可
能な循環の未来を、全会員一丸と
なって創り上げてまいります。
一年間よろしくお願いいたします。
　令和 8年度会長　沖　浩志

館山商工会議所青年部 4月定期総会



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 5 月 10 日（8）

　

毎
年
３
月
に
な
る
と
、
連
日
の

よ
う
に
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
桜
の

開
花
予
想
が
詳
細
に
報
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
桜
の
開
花
が
国
民
の
関

心
の
的
に
な
っ
た
の
は
、
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　
「『
ど
こ
で
サ
ク
ラ
の
蕾
が
膨
ら

み
、
匂
い
、
開
花
を
始
め
る
か
』

は
大
き
な
公
共
的
関
心
事
で
、
国

内
の
日
刊
紙
は
毎
日
桜
の
名
所
先

か
ら
至
急
電
を
報
じ
ま
す
。
東
京

の
桜
祭
り
は
梅
祭
り
よ
り
も
華
美

で
、
驚
嘆
す
べ
き
こ
の
植
物
は
、

光
り
輝
く
群
衆
の
衣
装
以
上
に
豪

華
絢
爛
（
け
ん
ら
ん
）
で
す
」

　

こ
の
一
文
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
紀

行
作
家
・
エ
リ
ザ
・
Ｒ
・
シ
ド
モ

ア
が
記
し
た
紀
行
文
『
シ
ド
モ
ア

日
本
紀
行
』（
外
崎
克
久
訳
／
講
談

社
学
術
文
庫
）
の
一
節
だ
が
、
な

ん
と
明
治
時
代
に
書
か
れ
た
も
の

な
の
だ
。

　

と
も
あ
れ
、
桜
が
咲
き
始
め
る

と
、
日
本
人
は
お
花
見
に
興
じ
る

よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
現
代
の
よ

う
に
桜
並
木
の
下
に
飲
食
物
を
持

参
し
、
大
勢
で
楽
し
み
な
が
ら
花

を
愛
で
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江

戸
幕
府
の
８
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗

の
享
保
年
間
以
後
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

代
表
的
な
お
花
見
場
所
と
し
て
、

上
野
山
（
東
叡
山
）、
飛
鳥
山
、
御

殿
山
、
隅
田
堤
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
桜
の
名
所
も
あ
っ
た

が
、
江
戸
時
代
は
白
山
神
社
の
旗

桜
、
円
照
寺
の
右
衛
門
桜
、
深
川

八
幡
の
歌
仙
桜
な
ど
、
１
本
か
ら

数
本
の
、
歴
史
や
由
来
の
あ
る
桜

樹
が
花
見
見
物
の
対
象
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
中
で
も
人
気
が
あ
っ

た
の
は
、
渋
谷
八
幡
宮
の
金
王
桜
。

こ
れ
は
源
義
朝
に
縁
の
あ
る
、
疫

病
に
霊
験
の
あ
る
老
木
だ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
花
の
名

所
を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が

続
々
と
出
版
さ
れ
る
が
、
１
８
２
７

（
文
政
10
）
年
刊
行
の
『
江
戸
名
所

花
暦
』
に
は
、
上
野
山
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
東
都
第
一
の
花
の
名
所
に
し

て
、
彼
岸
桜
よ
り
咲
出
て
一
重
八

重
追
々
に
咲
つ
ゝ
き
、
弥
生
の
末
ま

て
花
の
た
ゆ
る
こ
と
な
し
（
江
戸
一

番
の
名
所
で
お
彼
岸
か
ら
弥
生
の

下
旬
ま
で
桜
の
花
が
絶
え
る
こ
と

が
な
い
）」

　

こ
の
上
野
山
が
江
戸
の
桜
の
名

所
と
し
て
は
最
も
早
く
成
立
し
た

が
、
や
が
て
吉
野
桜
の
苗
を
植
え

た
御
殿
山
も
海
と
房
総
の
山
々
が

眼
下
に
望
め
る
と
い
う
こ
と
で
人

気
を
博
し
、
さ
ら
に
江
戸
後
期
、

将
軍
吉
宗
が
飛
鳥
山
と
隅
田
堤
に

植
え
た
桜
が
老
木
と
な
り
、
花
の

名
所
と
し
て
人
々
が
殺
到
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

特
に
飛
鳥
山
の
芝
山
に
は
数
千

株
の
桜
が
植
わ
り
、
茶
屋
な
ど
も

い
く
つ
も
仮
設
さ
れ
て
行
楽
客
で

あ
ふ
れ
た
。
山
頂
か
ら
望
む
荒
川

の
流
れ
は
、
白
布
を
引
く
よ
う
な

佳
景
で
あ
っ
た
。
隅
田
堤
も
春
に

な
る
と
「
左
右
よ
り
桜
の
枝
お
ひ

か
さ
な
り
て
、
雲
の
う
ち
に
い
る

か
と
思
ふ
ば
か
り
な
り
（
左
右
か

ら
桜
の
枝
が
覆
い
重
な
っ
て
お
り
、

雲
の
中
に
迷
い
込
ん
だ
か
と
思
う

ほ
ど
で
あ
る
）」（
前
掲
書
）
と
い

う
見
事
な
光
景
に
変
じ
た
と
い
う
。

　

江
戸
の
中
心
地
で
あ
る
日
本
橋

か
ら
上
野
、
隅
田
堤
ま
で
は
１
時

間
、
飛
鳥
山
や
御
殿
山
へ
は
２
時

間
ほ
ど
か
か
り
、
こ
の
４
カ
所
は
い

ず
れ
も
市
街
地
と
農
村
の
境
界
で

あ
っ
た
の
で
、
花
見
と
い
う
行
楽

は
江
戸
っ
子
に
と
っ
て
日
常
の
生
活

空
間
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
。
日
本
人
と
お
花
見

は
、
あ
ら
た
め
て
昔
か
ら
続
く
日

本
の
伝
統
文
化
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
江
戸
時
代
の
花
見
」

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
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